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～子どもたちが安心・自信・自由でいるために

おとなができること～
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日　時：2012年2月25日(土)10:00～12:15

(受付9:40～）
場　所：名古屋市北生涯学習センター　第2集会室

名古屋市北区黒川本通2-16-3　TEL 052-981-3636
地下鉄名城線「黒川」4番出口　黒川交差点北へ約50ｍ(東側)
講　師：CAPセンター・JAPANトレーナー
対  象：障がいのある子どもに関わる仕事や活動をしておられる方

（保護者、教職員、保育士、電話相談員、カウンセラー、学童指導員、教育関係者、ボランティア、学生の方など）
定  員：40人（事前にお申し込みください）　資料代：1,000円
「障がいのある子どもは、そうでない子どもに比べて暴力にあいやすい」―アメリカや日本でのいくつかの調査によって明らかになっています。CAPセンター・JAPANでは、2002年から障がいのある子どもたちへのCAPプログラム提供に積極的に取り組み、その中で障がいのある子どもたちの持つ力を実感してきました。「違ってはいるけれど、共通点もたくさんある」障がいのある子どもたちへの暴力を防止するには、保護者や教職員など障がいのある子どもに関わる方々の協力や連携が重要です。周りのおとながCAPで得た知識や理解をもって、一貫して継続して障がいのある子どもを支援することが、子どもの自分を守る力を高めることにつながるからです。
今回は、とくに「障がいのある子どもの性暴力」をテーマにおいて皆さんとご一緒に何ができるかを考えていきたいと思います。日頃、ご自分だけでどうしたらいいのかをお悩みの方も多いのではないでしょうか。まずはおとなが孤立せず、繋がって共に考えてまいりましょう！
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主催：NPO法人CAPセンター・JAPAN

　　　　　




◆お申し込み◆

　下記の申込書にご記入の上、CAPセンター・JAPANまでFAXまたはメールにてお申し込みください。

定員を超えて参加をお断りする場合にのみ、連絡を差し上げます。資料代は当日お支払いください。

【公開講座（2月25日）】参加申込書　申込締切：2012年2月21日（火）

2012年　　 月　　　日

お名前：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所属（職種）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

連絡先：TEL　　　　　　　　　　　　　FAX　　　　　　　　　　　　　　　

FAX:0798－57－4122　E-mail:info@cap-j.net
CAP（キャップ）とは・・・Chlid　Assault Prevention（子どもへの暴力防止）の略


　すべての子どもたちがいじめ、誘拐、虐待、性暴力といった様々な暴力から自分の心とからだを守るための教育プログラムです。子どもの発達や年齢、環境など（就学前、小学生、中学生、障がいのある子ども、児童養護施設など社会的養護にいる子ども向け）にあわせたアプローチで、具体的なロールプレイ（役割劇）や話し合いを交えたワークショップ（参加体験型学習）を行っています。誰でも生まれながらに持っている大切な3つの権利・・・「安心」「自信」「自由」があり、もし暴力にあってその３つの権利が侵害されそうになったら何ができるかを一緒に考えていきます。


子どもを信じ、話を聴き、どうしたらいいかを一緒に考えてくれるおとなの存在は、子どもたちが権利を守って生きていくためにとても大切です。そのため、どのプログラムも子どもワークショップの前におとなワークショップ（保護者、教職員、地域のおとな、専門職向け）を実施します。








NPO法人CAPセンター・JAPAN





NPO法人CAPセンター・JAPANは2001年に設立され、CAP（Child Assault Prevention:子どもへの暴力防止）活動を通じて家庭や学校、地域の連携を深め、子どもの人権が尊重される社会の形成に寄与することを目的として活動してきました。


日本のCAPトレーニングセンター（南部32都府県）として、CAPスペシャリスト養成講座などのトレーニングやCAPスペシャリストの研修、また専門職対象の研修や市民対象の啓発講演会を開催しています。


兵庫県西宮市門戸荘17-34-105


TEL0798-57-4121 FAX0798-57-4122


　　E-mail　info@cap-j.net  








